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Ⅰ D06 技術拮抗力の 新機能 倉 Ⅱ 出 ・普及への影響に 関する分析 
一 キヤノンプリンタ と 日本パソコンの 実証分析 一 
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口 ]. プリンタ と パソコンとの 共 進的発展の黍跡Ⅰ ば 万一 れ ・ 58 ノ   

          

                              の、 め     。           め                         ソっ ンユーサーとや 面の哩 占               

図 2. プリンタの 技街 開発   生産及び 臆拾 における技術拮抗力の ダ 
イナミズム． 

(3) 仮現 
① 供拮 サイドの仮説 
キヤノンプリンタの 価格の低下 づ 技術開発 ( 友 笏の価格弾性 

底ノづ 競争環境の増大づ 新機能の創出。 
② 鴇衷 サイドの仮現 
キヤノンプリンタの 新機能の創出づ PC の需要の拡大 
づプリンタの 開発誘発 つ 需給両面からの 価格の 
低下～供給サイドの 技術開発誘発 く好須穏ノ 。 

2. 供 祐吾間の拮抗力新技能創出へのインパクト 
一典 贋 サポ ゆ篆緩 の 槻血 

(1) 技 街の相対価格 
技術の限界収入は 限界費用と等し i 、 > から、 技術の相対 

価格 (P) は以下の弍で 表す ( 別辞 ] 参照 ) 。 

1+ 
  

八イ 亡 l+m     ど，一 Ⅰ 

I+ml 1+         
① M は、 供給面における 技術開発・生産における 拮抗力の程度 

( 独占的供給市場構造か 競争的供給市場構造かの 状測る示 
し 、 「技術・生産非拮抗率」 (Techno-Produclion  N0n- 

CounlerVa Ⅲ ngR 癬 o:TP-NCR) と 呼ぶ。 

②拮抗力人 づ 非拮抗率 M 小であ り、 これは競争条件の 改善   

独占の低下を 示す。 完全競争では M 目で、 M Ⅰは、 技術 開 

発 ・生産の非拮抗、 独占、 不完全競争を 示す。 

③技術革新製品のように、 製品価格の技術価格弾性 値 
(9¥n 月 78@f1 七 ) が、 製品の技術進歩率 レ ) に依存するよ 

う な場合には、 技術進歩率が 一定のレベル 正     より高い時は   

M<l となるが、 逆の場合には、 M ㍉となり、 技術開発・生産 
の 非拮抗、 すか わち 、 独占・不完全競争の 弊害があ らわれる 
ようになる。 
Ⅰ 里 r  M 茎 @ 技術開発・生産市場構造の 拮抗、 競争環境 

        M ノ Ⅰ         非拮抗   独占   不完全競争 

(2) 、 (3) 式により   

86 T[ ド   

従って     
      

  づ二一ゆ + 円 aT(¥ 一面 )  ただし、 FD= 一   
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技桁 の相対 伍拮 Ⅰ佐竹 : え % え (D) T Ⅰ つ えⅠ 

祖右 の 拉 柄口 桂億 : ゆ Ⅰ 河 T) T Ⅰ づ 袖 Ⅰ 

技桁の Ⅰ 及 速度Ⅰ 佳捷 : り コイ (T) T Ⅰ づ 与 Ⅰ 

p : 技術価格 ; T : 技術ストック ; M : 非拮抗 手 ; a : 普及速度 

ロ 3. 技 桁の価格弾性 億 ，技術拮抗力・ 技術の 甘及 、 新技能の割出の 
ダイナミズム． 

(3) 技 桁の価格弾性 佐 、 独占の技術弾性位の 計測 
一 キヤノンプ グンタ の ガ 

① 技 桁の相対価格鼻柱 億 ( 九 ) 
技術の相対価格弾性 値は 、 (7) 式のように示され ( 別手 2 

参照 ) 、 その推移は田 4 に示される。 

え       ㎞ 8 r      0 ・ 75 Ⅹ 1+1.3r) 
8InP  I 一 0 ・ 64 寒 +  0 ・ 8 の 

(7) 

2% l    
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l985 一 8:85     安定   上昇 

( 」 BP の急増に対応 ) 
@98%93: 活 砂 

エ辞の停滞に 対応 ) 
l994-98: 安定化 

(BJ の 急坤に 対席 ) 

， ．，       

図 4. キヤハ ン プリンタの相対技術価格弾性値の 推移 け 955- は鋤 

②独占の技 街 鼻柱 値ぴ ) 

技術・生産非拮抗率 M は計算した結果により、 (8) 式のよう 
に 示され ( 川添 3 参照 ) 、 その推移は口 5 に示される。 

    217(1 一 1.9 ⅠⅠ 
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① BP の停滞に対応 ) 
l994 一 998     安定化 

(B Ⅰの ま 枯に対内 ) 

l.z お                               
@  @  慨 7 l% l 韓 @  樹 @  l 鰯 @  @  l 鯛 棚 7 @ 

ロ 5. キヤノンプリンタの 技街 ・生産非拮抗率の 推移付 穏 トル 鋤   

図 5 を見ると、 キヤノンプリンタの 技術・生産非拮抗率 M は   

1989-93 年の間、 急増 ( 独占化 ) したが、 1994 年以降低下傾向 
( 競争化 ) に転じたことがうかがわれる。 
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図 7. キヤ ぶシ プリンタの新棚 能 創出産推移 け肪 - け % ノ   
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図 7 を見ると   

① 1986-1988 及び 1994-1998  の期間においては、 独占の影 

響 ( 独占の技術弾性恒ゅ の 効果 ) は、 新機能創出 度 をほ 
とんど左右していないが、 

② 1989-1993 の期間においては、 独占の影響を 除いた場合 

には、 より高い新機能創出塵が 期待される、 す な れ ち 、 
独占により新機能創出が 低下している、 

③ しかし、 この場合においても 独占除去の効果は 少なく   
供給サイドだけの 競争促進には 限界があ る、 

ことがうかがわれる。 

3. 南町における 需拾 拮抗力のダイナミズム 件 ヤノンプ ぴンタ の ガ 
一 *s サィ がの 複緩 の 托在 

3.1 新世 並 創出の臆 拾 相互の傍 尭 インパクト 

キヤノンプリンタ と パソコンの相互需給の 間には、 計算の結果 

により、 次のような 好 循環構造が構築される。 

    

      ソコン 市 @ 号       

  

      プリンタ市場                               ィ   争の ラグ                                                         

口 8. キヤノンプリンタ と パソコンの相互 而伯 の 好 仮現 臆 造け 鰯 -% 鋤   

3.2. 臆拾 両面からの価格低下への 文献 

  

7001 Ⅹ 
600 

500 実質製品価格 
400 

技術相対価格 

300 

Ⅰ 00 。 ・ -% 質 泣女御引 面 i を                         
  

1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 

日 9   キヤノンプリンタ 製品価格、 技術価格及び 技街 相対価格 
の推移け 鰍 n6-199 の -% 鞍 ， 199 月 100. 

ロ 9 を見ると、 技術価格はほ ほ 一定の水準で 推移しているが、 
製品価格のドラスティックな 減少の結果、 技術相対価格は、 ゆる 
い 上昇傾向を示している。 

プリンタ と パソコンとの 相互需給の好循環構造は、 プリンタの 

技術価格を低下されることになる (2 要素学習効果 ) 。 プリンタ 
の需給両面からの 独占・競争状態は、 これに影響およ ぽ すことに 
なる。 従って、 独占状況を勘案し、 この関係は次のように 表わさ 
れる。 

lnRr Ⅰ lnC4+ ガ 0U+ 億づⅠ M+D26,, 材 +D, ガ ，， 肘 Ⅱ nC Ⅱ + (II) 
仮 lrrCPC  +b,.D, 

表 Ⅰプリンタの 累租 売上、 某 穏 PC 出荷台 伯と プリンタの技術価格の 相関 
け 955 一 1998 ノ 

                      d@ メ /.R   DW ノ Ⅰで   

                                                        12.6841 0 ・ コ 65                                                                             

   
 

 
 

 
   

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅰ
．
 

2
 
(
 

 
 

 
 

 
 

0
 

一
 

・
 0
 
一
 
 
 0
 
一
 
 
 

 
 

 
 

ガ
，
げ
，
ガ
，
 
P      . プリンタの技術の 実質価格 ;C4 スケールファクタ・ 乃 0 プリンタの技術価格の 累 

積売上の弾性値の 初期値． 汗 ". 技術   生産の非拮抗率の 貢献係数 グパ プリンタの累積充 

上 (95 年の実質価格 )   C ケ tC パソコンの累積出荷台数 ( 単位・ l00 万台           1986-88=1   
他の期間 0 ， D,.l989-93@   他の期間 0 ． D, l の 4.98-l   他の期間 0 ， D, @<)96=l   他 0) 期 

間 0   

表 「を見ると、 累積 PC 出荷台数は、 製品価格同様、 技術価格の 
低下を寄与しているが、 プリンタ累積売上は、 製品価格と異なり   
逆に、 技術価格を上昇させることを 示している。 また、 その独占 
状態が価格を 減少させ、 競争状況が価格の 増加をきたしているこ 
とがうかがわれる。 

これは   

① 独占的市場構造工においては、 研究開発を糾合させるこ 
とにより、 生産性の高い 技術開発が可能となり、 単位技 
術の価格を減少させることができ、 

② 競争的市場構造 干 においては、 競争企業との 蛾烈 な競争 
に対抗するために、 技術の高度化や 差別化を重視する 結 
果、 技術開発コストが 増大し、 技術価格 ff) 上昇をきたし 
ていること 

を示す。 

P@ C 需要市場 
pC 市場 

                                        甘 一 '" 一                                                   

新機能創出 FD 供給市場 
プリンタ市場 

小 小 小 

綾 

  

ロ 10   技術拮抗力、 技術価格弾性 使 、 新技能創出・ 技術の首 
足 の ダイナミズム． 

4. 結甜 

①プリンタの 発展のためには、 プリンタ供給市場の 拮抗力の向 

上 ( プリンタメーカ 一間の競争環境の 向上 ) よりも、 卓越し 
たプリンタ供給を テコ としたパソコン 需要市場との 拮抗力の 

向上 ( プリンタ供給とパソコン 需要との間の 競争環境の向 

上 ) が 不可欠。 

②これは、 IT 化による、 需給の相互作用を 通じた自己増殖機能 

の増大と軌を 一にするものであ る。 

③他のハイテクをも 対象に、 技術普及速度等も 勘案した需要   

供給間の拮抗力の 更なる分析が 重要。 
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品   1 添 Ⅰ 技 街の相対価格 

生産関数 : V ニ F{( Ⅹ ，の 

    総ヰ ． 産 (GDP)   Y 万劫 (L)                                                   製品価格 ( 名目 )   
t@@ Ⅲ @@(iSB),                                         

GC  総生産コスト ( 名目 )@                      =GLC+GCc 労働、 資本 " スト ( 名目 )   
GTC 技術コスト ( 名目 )=P         

企業利潤 : ガ工 GC-  目 GXCC-G 刀 C 
． ¥",L., 

技術ストツ ク の限界収入     6 月   r A イ ド Ⅰ一ニ一一姉一一二七 Ⅹ Ⅱ 8 'C Ⅰ 、 8(P,. る 「 げ ) ---+ る る 「 げるだ Ⅱ - る 上 「 6% 
け r 

二円 穿 u+ 穿 ・ 苛 ) 二円 許 (1 一ナ ) 

引 n げ 

ここで佑二 - 万五丁丁 ( 製品の価格弾性 値 ) 

技術ストツ ク の限界費用     

  

Mc. 。 狂 る Ⅰ ，三て 旦 6% Ⅲ， 七 ・ T 凹 る 「 =R(l+- T 月 一                                     

限界収入 MR Ⅰ限界費用 MC だから   

      

従って、 技術の相対価格     

      

P  一一                                 るノ，ど，一 Ⅰ +  Ⅰ     (1   ノ，     ¥+m,    るレ， --- 
        年 

キヤノンのプリンタは 技術の結晶であ り、 その技術ストック ァ 

及び製品の価格、 なかんづく、 技術の実質価格 ん 及び製品の実質 
価格 月   ，に敏感に反応する。 

従って、 プリンタ技術の 相対価格 P ヒ P,/P.) むとすると、 プ 

リンタ技術 r は 、 次の関数で表わされる。 

T・ 
(Al) 

(Al)  式を巴 ，で 偏微分 

チ ， 差 ・ チ臣第 ， 挽 l 花 伊 " P"r 穏 ㌍ " 一 nL P 。 

)  (    ) 三一え 
巾 据判 耕葦 / 9¥nP 9¥nP ・ 

(A2) 

また、 P 二月 / 弓 ・ =(P.,. 化 DEF))/( 弓 ， ， ・ 姥 @PI) (A3) 

ただし、 P,: 名目技術価格     P": 名目製品 価俺 RDEF: R&D デフレ 

ータ ;WPPI: 製品デフレータ ( 電気機械・機器卸売物価格指数 ) 。 

(A3) 式の両辺を対数した 後、 l%" で偏微分すると 

  gln  P  二 l-  Ql ! 「 上上 
㎝ IlP,,  ㎝ n  七 ，   

技術進歩率 (TFP 成長率 凶 TFPR 庁 @FP) を丁とし、 技術ストック ア 

が 次のような、 実質技術価格 P,, 及び正を用いた コブ ダグラス型 

の 関数で表されると 考える。 p l       (A5) 

円 0: プリンタの技術価格弾性値の 初期値             TFP 成長率の貢献係数 

  毎 l+  Y"r  (y", くく l だから )   

二 W0 れる 是 ㌔ "  .@nP.+p0(I+V" の ニパ 0[l+ ㌦け +  名㍉ 6 "  .lnP") 
InP- 

ミ ノ 。 い +  Z" 「 )  ...  r  ノ ン 一 る ln る r Ⅰ㌔   

  

(A6) 

(A6) 式の元に、 回帰分析の結果により   

ソニー嘉手元ニ ーメ 001+ グ p 「 ) 耳 0 ・ 755(1+  1.3 の (A7) 
引 n/ 『 ， 

二の 0U  +Z の 丁 ) 二 0 ・ 645U  十 0 ・ 8 Ⅰ ) (A8) 
る ln 月 ， 

(A7) 、 (A8) 式を (A4) に代入すると、 技術の相対価格弾性 値 
は 、 (7) 太よ う に 、 示される。 

川添 3 非拮抗率 (M) の計 ま   

  

6 。 ・ 一 l                             る ln 月 <5hn 叱 

る @V う @ 叱 併 nC 刀 C 8@ 月   %nr Bln 円   卸 nGC 訓 n 七 

                                                                                                                                                                                                        ， ( 碗 ラ百Ⅰ n 下 )( 雨 正元所存 ) 
伊 イコ c   

一別イコ TC 
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